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はじめに 

環境カウンセラーは、「環境カウンセラー登録制度実施規程」(平成 8 年環境庁告

示第 54 号)にもとづき、環境省が実施している登録制度です。  

長年にわたって市民活動や企業・団体の事業活動を通じて環境保全に関する取り

組みに従事し、豊富な経験や専門知識を持つなど一定の要件を備える方で、環境保

全活動の推進に資する意欲の有る方を毎年公募し、申請にもとづいて論文審査及び

面接審査を行い、所定の基準を満たした方を「環境カウンセラー」として認定・登

録しているものです。 

 環境省では、平成 30 年度から環境カウンセラーの社会的な認知向上及び環境カウ

ンセリング等環境保全活動の意欲を増進する等を目的として、環境カウンセラーと

して実施又は関与する優れた環境保全活動を行っている、環境カウンセラー及び環

境カウンセラーを構成員とする団体に対して環境大臣賞等を授与する環境カウンセ

ラー表彰を実施しています。 

 第 7 回環境カウンセラー環境保全活動表彰受賞者が決定したので紹介します。 

                            令和 7 年 2 月１日 
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環境大臣賞（市民部門） 

市毛 良枝（いちげ よしえ）               東京都 

受賞理由：登山をきっかけに環境保全活動を始め、トレッキング、自

然観察会の運営に参加するとともに、関東地方の里山や全国の山々を

紹介する本を出版して自然環境保全を発信した。 

また、テレビ・ラジオ番組を通じて自然環境の保全や廃棄物削減、省

エネルギー対策など地球温暖化問題への取組みを広く呼びかけ、あわ

せて環境カウンセラー登録制度の知名度向上に多大な貢献をした。 

プロフィール 

俳優 静岡県生まれ 

文学座附属演劇研究所、俳優小劇場養成

所を経て 1971 年、ドラマ「冬の華」で

デビュー、近年はドラマ「釣りバカ日

誌」「越路吹雪物語」、映画「ラーゲリよ

り愛を込めて」「明日を綴る写真館」、舞

台「百日紅、午後四時」「あなたがいたか

ら～わたしの越路吹雪～」、NHK「ラジ

オ深夜便」などに幅広く出演するととも

に講演会も実施。登山に 

は 40 歳から本格的に取り 

組み、キリマンジャロに 

も登頂した。法務省の篤 

志面接委員としても活動。 

1998 年、環境カウンセラー登録、 

NPO 法人日本トレッキング協会理事 

活動のきっかけ 

知人に誘われて登山・山歩きに参加し、

日本の自然の素晴らしさに感動。この恵

まれた自然環境に親しみ、貴重な動植物

を保全するために、ささやかながら市民

の皆様に呼び掛けて、自然とふれあうこ

とをすすめています。 

これまでの活動 

青森放送・FM 青森で環境・エネルギー

番組を 10 年間担当。「エネルギーサロ 

ン」のパーソナリティとして地球温暖化 

 

問題に向き合いエネルギーと環境とのか

かわりを扱いました。番組には環境省 

や経済産業省・資源エネルギー庁の方々

がゲスト出演され、インタビューで課題

や対策をお聞きして視聴者の皆様に分か

りやすく伝えるように尽力。番組に出演

された環境省の方から環境カウンセラー

登録制度が始まったというお話を伺い、

同時に誘われて環境カウンセラーに応募

したのが始まりです。其の後も、機会を

見つけて自然環境の保全や廃棄物削減・

リサイクル、省エネルギーなど取り組み

の必要性を発信しています。 

自然とのふれあい 

日本トレッキング協会など都内の自然観

察グループに参加して登山や山麗のトレ

ッキング、自然観察会でのネイチャーゲ

ームを企画。全国各地の山々を訪たり、

自然観察会の運営に携わって来たほか、

時間が許せる時に一人で野山の散策をし

て地域の素晴らしさを発見。広く登山や

トレッキングへの参加を呼び掛けていま

す。 
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多年、登山やトレッキングで自然に親し

む活動を継続し、観察した結果を取りま

とめて数冊の本を出版。全国の市民の皆

さんに自然とのふれあいを推奨していま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般市民の方々が身近な自然環境にふれ

あえるように関東地方、首都圏近郊の里

山を選定して 21 コースのガイドブックに

取りまとめました。 

 

「市毛良枝の里に発見伝、 

関東近郊の里山 21 コース徹底ガイド」 

（講談社、2003 年） 

2004 年頃、母の介護で環境カウンセラー

としての活動を一時休止していました

が、身近な山歩きをすすめるため 2024

年書籍を出版しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＮＨＫラジオ番組「石丸謙二郎の山カフ

ェ」出演時、環境カウンセラーとして活

動を紹介するなど、テレビ・ラジオ等の

取材時には、山や自然の豊かさ楽しさを

伝え、少しでも多くの市民が自然・緑に

接して環境保全に取り組みを始めるよう

呼び掛けて来ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さまざまな制約がある中で、今後もでき

る範囲で活動を継続したいと思っていま

す。 

 

 「73 才、ひとり楽しむ山歩き」 

（KADOKAWA、2024 年） 
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                    環境大臣賞（事業者部門） 

仁保 めぐみ（にほ めぐみ）              兵庫県 

 受賞理由：環境カウンセラー両部門登録。廃棄物処理事業の経営者としての経

験と幅広い知識をもとに尼崎市、西宮市と連携して大学等での環境教育や市

民・事業者へ環境保全活動の普及啓発に尽力するとともに、福井県・鳥取県の

廃棄物削減アドバイザーとして企業や病院、旅館等のカウンセリング業務を担

当している。他にも事業者や市民などを対象とした数多くのセミナーでの講演

活動等、様々な分野で活躍している。環境カウンセラー会ひょうご、環境カウ

ンセラー全国連合会にて環境カウンセラー制度の充実に鋭意努める。 

プロフィール 

兵庫県宝塚市生まれ、現 兵庫県尼崎市在住 

2008 年 環境カウンセラー登録 

主な専門分野：廃棄物全般 

NPO 法人環境カウンセラー会ひょうご理事長 

NPO 法人環境カウンセラー全国連合会常務理事 

有限会社エビオ（一般貨物自動車運送業、産業

廃棄物処理業、利用運送事業、金属くず商、古

物商） 代表取締役社長 

WE Connect International 女性経営者国際認証

四国八十八か所霊場公認 大先達・調理師 

産業カウンセラー・運行管理者（貨物/旅客）等 

 

私にとっての「環境カウンセラー」 

私が社長に就任した頃、まだまだ廃棄物業界

は男性主体の業界で、いくら勉強を重ねても

「女性のあなたに何ができるのか？」そんな言

葉もありました。顧客は大手の会社ばかりであ

り、私のせいで信用を落とすようなことがあっ

てはならない、従業員を守らなければならない 

ならば「第三者認証」が必要と感じ、どうせな

ら環境省のお墨付きである「環境カウンセラ

ー」を取得したいと思いました。それまで地元

の PTA 会長を永年務めており（尼崎市ＰＴＡ会

長永年功労賞受賞）、地域や学校での環境に関す

るイベントを企画・実施していた経験もあった

ので、事業者部門だけでなく、市民部門にもチ

ャレンジ。奇跡的にも両部門を同時に取得する

ことができました。初めて名刺に「環境省登録 

環境カウンセラー」と印刷した時の嬉しさは今

でも覚えています。取引先からも「これ何？」

と聞かれるたびに「環境大臣に認めてもらった

環境のプロフェッショナルです」と応答。信用

も守られました。 

 環境カウンセラーに合格してすぐ、当時の環

境カウンセラー会ひょうごの理事長から協会へ

の入会をすすめられ、そのまま入会。HP が作

れるところが評価されて「広報担当理事」に就 

任、全国連合会や地方で行われていた研修など

進んで参加し、他府県の環境カウンセラーとも

交流を深めていきました。 

環境カウンセラーの特徴として、「定年がな

い」「維持・更新にかかる費用がいらない」「研

鑽できる」がありますが、一番の魅力は「横つ

ながり」だと思っています。全国にいる専門家

と知り合うことによって、自身が抱える環境課

題が解決するだけでなく、情報交換また、活動

のお声がけをいただけることにつながるからで

す。自分のことを他の人に知っていただける機

会が多いほど、活躍の場も生まれます。そう思

うと、まだ協（議）会に入られていない環境カ

ウンセラーは、ぜひともどこかの協議会に入会

していただきたい思いがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私にとっての「環境カウンセラー会ひょう

ご」 
私が入会した当時は 130 名を超える会員がい

ましたが、ほとんどの方がエコアクション２１
の活動に携わっていたため、中心人物であった
理事長の逝去により、その活動が継続できなく
なったことで、会員がみるみるうちに減少。私
が理事長に就任した時には数える程度の会員。
「年会費を 5,000 円ももらっているのだから会
員にメリットがある会にしたい」と試行錯誤し
た結果、出た答えその①「かっこいいポスター
で会員を宣伝」＝オンラインソフト Canva を 

会社枠にもかかわらず、終始「環境カウンセラーの宣伝」

に努めた地元のラジオ出演（2024.06） 
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使って作成、活動展に掲示したところ、来場者

の関心をひき、「相談したい」「来てもらいた

い」など、次につながる活動が次々と寄せら

れ、広報のありかた、手法を実感しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出た答えその②「月例オンライン勉強会の開

催」＝会員やゲストが講師となり、会員だけで

なく、一般・学生も参加 OK。        

気軽なコミュニティとして          

参加いただいています。                

（録画・編集したものは            

一部 YouTube で公開）               

協議会もまだまだこれからですが大切な仲間。

「楽しく活動する」ことを考えていきたいです 

 

私にとっての「環境教育」 

 私は常に聴講者が「興味をもつ」「理解（実

感）する」「ためになる」「誰かに話したくな

る」そんな環境教育を念頭において準備・実施

しています。そのための仕掛けや教材となるネ

タは常に探し、アイテムを自作することを惜し

みません。最近では「プラ新法（プラスチック

に係る資源循環の促進等に関する法律）」の講演

で、プラスチックが世の中に出回るきっかけを

聴講者に実感してもらいたく、「だっこちゃん」

を手作りし、会場に連れていったところ、大ウ

ケ。「理解が深まった」と大盛況でした。 

 

 

 

 

 

 

 

その他、環境の絵本を動画にして（作家さん

にも了承を得る）音楽やテロップをつけ、映画

風に流したり、説明資料を紙芝居風にしたり、

海洋プラスチック問題や食品廃棄量など、誰し

もが実感できる小道具を作ったりと「伝え方の

工夫」を欠かさないようにしています。 

特に今、尼崎市から依頼を受けて市内の全

中学校を対象にした SDGｓ教育（私の場合

は SDGｓ１２）では、一校あたり 2 日に分

けて１時間＋２時間行うことから、生徒が退

屈しないような資料をいかに作るか（話題を

豊富に）、また、廃棄物の現状と課題として

「不法投棄」を取り上げ、「原因探求、社会

背景、自分だったらどうするか？」を考えて

もらうことで、さらなる関心とこれからの環

境課題を自分のことと思ってもらえるよう工

夫しています。 

 

 

 

 

 

 

 

企業に対する環境教育やカウンセリング活

動では、知識に加えて、本業で得た「現場

力」が最大に発揮されるため、その企業にと

って「役にたつ話」＝「やさしく学べる廃棄

物処理法」「廃棄物から有価物への転換」「埋

立からリサイクルへ」「処理費用削減」「環境

経営のヒント」などが喜ばれています。 

福井県、鳥取県の「廃棄物削減アドバイザ

ー」でも「頼りになる環境カウンセラーであ

りたい」と日々精進しています。 

 

私にとっての「これから」 

 環境カウンセラー全国連合会のお役目とし

て、申請者対応、新人教育、研修、パンフレ

ット作成などいろいろ経験させていただいて

いると「もっとこの制度を盛り上げていきた

い」といつも思います。たくさんの方に「環

境カウンセラー」になっていただき、すでに

環境カウンセラーでおられる方々とともに、

そのお力を世の中に役立てていただきたい。

そのために微力ながら貢献していきたいと思

っています。また、自身の活動では、廃棄物

のことで困っている企業、自治体の課題を解

決に導けるよう、さらに研鑽を積んで、知識

を研ぎ澄まし、対応したいと思っています。 

 

最後になりましたが、このような光栄な賞

を与えていただいた環境省はじめ、関係者み

なさまに心から御礼申し上げます。 

 

 

 

 

ひ
ょ
う
ご
の
会
員
さ
ん 

「
か
っ
こ
い
い
ポ
ス
タ
ー
」 
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脱炭素社会貢献賞（市民部門） 

佐藤 ミヤ子（さとう みやこ）                千葉県 

表彰理由：環境カウンセラー登録とともに環境カウンセラー千葉県協議会に

入会し、地球温暖化問題に取り組んでいる。特に、家庭での省エネルギ-対策

を進めるために千葉市と連携し、温暖化対策地域協議会で「うちエコ診断」

に注力。コロナ禍にあってもオンライン診断を推進した。また、県協議会の

副理事長や環境学習センター長として多年、環境保全活動リーダーの育成に

努めるとともに、地方公共団体等の研修会講師や委員を務めている。 

 
プロフィール： 

 2009 年友達に背中を押され「環境って何？」

という非常に曖昧な動機で飛び込んだこの世

界。しかし、飛び込んだ限りは何かを得たいと

の生来の性格が頭を擡げ、「エコリーダー養成講

座」を始め種々の講座の受講、更に「地域カー

ボン・カウンセラー養成講座（内閣府）」などを

受講しました。それ以降「千葉県地球温暖化防

止活動推進員」「エコ検定」「うちエコ診断員」

そして「うちエコ診断士」の認定を受け、少し

ずつ手応えを感じつつある自分がおりました。 

また、2010 年 7 月～2021 年 6 月まで「千葉市

環境審議会委員」に市民代表として参加、大変

有意義な機会と時間を頂きました。 

１.うちエコ実施機関 

 環境省が家庭エコ診断制度創設までの３年に

亘る準備期間中に、うちエコ相談員として多く

の診断に携わってきました。 

 そこで、環境省の「実施支援システム」の 

持つ定量化と見える化が、各家庭からの二酸化

炭素削減の取り組みにとても有効であると感じ

JCCCA の部長に相談。私自身の所属団体での立

ち上げを考えてみることになり、会員の協力で

必要書類を作成し提出しました。 

2016 年 6 月環境省の認定を受け,「うちエコ診断

実施機関ＥＣ千葉ネット」誕生。 

１）千葉県全域のより多くのご家庭で、削減数

値を実感し楽しんでいただきながらより効

果的な二酸化炭素削減と光熱費節約の実現

を目指してのスタートでした。 

２）ガイドライン、支援システムマニュア

ル、実施要綱、各種登録規程等々との格

闘の日々、若い時分 30 代女性と机を並

べて取得した「2 級表計算技士（OA 機

器操作）」を思い出しながらパソコンに

向かい、要所要所で JCCCA の担当に相

談しながら一つずつクリアする毎日でし

た。 

立ち上げから３年目、環境省からの補助

金中止の衝撃が実施機関を直撃でした。 

３）その時真っ先に立ち上がって窮地を救っ

て下さったのは、千葉市地球温暖化対策

地域協議会（千葉市脱炭素推進課旧温暖

化対策室長）でした。続いて、会員の地

元自治体等への働きかけによる理解と協

力は大きな励みと支えでした。 

千葉市にはそれ以来現在に至るまで支援

を続けていただいております。 

４）受診家庭の個人情報を一手に預かるこ 

支援システムに、創設以来今日に至るま

で携わってきました。その間、大きな苦

情をいただくことなく今日を迎えること

が出来たのは、大所高所からその時々の

判断をいただいた実施責任者、そして、

診断士仲間、現場を預かる自身の 3 者そ

れぞれの努力と協力の成果にほかなりま

せん、誇りです。 

５）世の中は急速に変化しています、受診者

の意識も変化しています。それらの変化

に対応すべく毎年フォローアップ研修で 
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実施機関も診断士もスキルアップを図って

います。 

６）また、コロナ禍を機に千葉市からの要請も

あり、それまでの対面診断に加えオンライ

ン診断を可能にし、更に、スマホでの受診

にもお応えできるよう実施機関独自のマニ

ュアルを作成し、実施体制を整え実施して

おります。 

７）なお、現在は、多様化する受診者のニーズ

に応え的確な診断をするため、診断士の補

完ができる体制を取っています。 

８）受診者の中には“私の家ではもう削減できる

ことはやっているから～”などと言っておら

れた受診者が、途中から身を乗り出して、

“ではこれをやってみたらどうなるの！”など

と積極的に参加し、“わかった、やってみる”

と笑顔で帰られる姿に、満足感と充実感を

いただいております。実は、これが持続で

きた最大の要因ではないかとさえ思ってい

ます。 

２．地方自治体等への講師活動 

１) 取り組みへの心構え： 

・参加者自身の気付きを促し、受講後に自発 

的、主体的、そして、持続性のある活動へ  

と繋がっていく機会になってくれることを 

目標にグループ学習を取り入れ、参加者が 

自ら考え意見を言い合える時間にと考え実 

施しています。私自身の場合、準備に全体の 

8 割以上の時間をかけています。 

・更に準備した資料の中からどれを、どの順 

序で、どの表現を使って伝えるかにも腐心 

するのが私流です。 

・資料は参加者が考えるためのツールです。 

・当日は、参加者一人一人の顔と向き合って 

問題を共有しながら進めることが出来るよ 

う準備に時間と工夫を凝らしています。 

・所要時間は 2 時間殆んどですが、長かった 

～！と言われることが無くなりました。居 

眠りする人も無くなりました、問題を共有 

し一緒に考え合えている時間は楽しいです。 

・殆どがリピートで指名依頼をいただけるよ 

うになったことは一つの私自身の評価に当 

たるのではないかと考えております。 

２）実施状況：（延 41 件）：2012 年～現在まで

親子講座（4 件）、子供セミナー（4 件）学

校関連 2 件）省エネ関連講座（17 件）、地

球温暖化関連（10 件）。2025 年も 4 件のリ

ピート等の講座依頼（予約）があります。 

３）取組んだテーマ： 

食品ロス関連、地球温暖化関連、海洋関連 

（プラスチックごみ,サンゴ礁、生物多様性） 

 

 

 

 

 

 

３．相互研修の場〈みんなのひろば〉の企画 

 １）環境学習センターでは、会員それぞれが

学んだこと感じている事等を自由に発表

し、出席者全員で共有し意見を出し合うス

キルアップの場を設けています。 

 ２）一見環境に関係ななさそうな事でも聞く

ことで幅が広がり、話の接ぎ穂になったこ

とは何度も経験しています。 

   環境問題は直接間接繋がり合っていま

す。コロナ禍や高齢化が進む中、このよう

な機会は非常に大事だと思い仲間と共に継

続してきました。  

 ３）そうした中、昨年 6 月には環境学習セン

ターの運営を若手にバトン渡し出来たこと

は大きな所産でした。  以上      

 
成田市生涯大学院 
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脱炭素社会貢献賞（事業者部門） 

臼井 惠次（うすい けいじ）               山口県 

表彰理由：地球温暖化対策の一環として、山口県沿岸の磯焼けを回復

し、ブルーカーボンを固定する新しい海藻の養殖方法開発に着手した。

開発には、火力発電所から排出されるフライアッシュ等産業廃棄物を有

効活用し、バーク堆肥を練り込んだ多孔質ブロックを製造。高い技術力

を有する県内製造会社の鋳鉃の棒で囲い、組み立てて海藻に陸域の栄養

素を供給する事で漁礁としての機能も確認されている。これらの開発

は、環境カウンセラーや大学名誉教授としての経験や人脈を活かしつ

つ、地元のＮＰＯや漁業、水産会社、大学等と連携して取組んだ。 

自己紹介 

鳥取大学大学院連合農学研究科博士後期課程 

修了 PhD. 宇部フロンティア大学名誉教授。 

マニトバ州立大学大学院（Canada）客員研究 

員。学校法人香川学園が運営する宇部フロン 

ティア大学人間社会学部や地域研究所教授を 

経て同学園が付置する宇部環境技術センター 

所長, 同学園理事を歴任。環境省登録環境カウ 

ンセラー（事業者・市民両部門）,山口県環境 

影響評価技術審査会委員, 山口県環境アドバイ 

ザー,山口県環境計量証明事業協会会長, やま 

ぐちエコ市場オフセット・クレジット認証審 

査会会長等。現在は, 特定非営利活動法人環境 

共生機構理事長として環境教育, 環境マネジメ 

ントシステム構築支援や環境保全活動に取り 

組んでいる。また, 海の杜研究所を設立し, 衰 

退の一途を辿る日本の水産業の復興とブルー 

カーボン固定促進活動を行っている。 

これまでの取組 

 大学教員時代は, 湖沼や内湾の富栄養化現象改 

善に関する研究活動が主たるものであったが, そ 

の後は,環境マネジメントシステム構築 

（ISO14000’s およびエコアクション 21）に関し 

て審査する立場で携わってきた。最近, 一転して 

環境化学者としての知識を水産分野に反映させ 

ることを目的に研究所を設立。これまで, ブルー 

カーボン固定に必要な海藻への栄養源供給素材 

と魚礁にも藻礁にもなる鋳鉄枠の開発を行っ 

た。これは電力会社から再利用の依頼があった 

フライアッシュを基材にバーク堆肥等を混入後 

に生分解性があるポリ乳酸（PLA）を特殊な発 

泡剤で発泡させたバインダーで結着させ, 窒素,  

リンおよび二価鉄-フルボ酸錯体を溶出する多孔 

質媒体を作成した（写真１）。 写真２に示した 

魚礁兼藻礁も鋳鉄会社や建設会社の協力で 1 個 

25kg の立方体の鋳鉄ブロックを製作し, レゴブ 

ロックのように海底の岩礁地形に沿って連結・ 

埋設する方法を開発し, 鋳鉄枠の中に栄養源溶出 

体を設置して海底に埋設した結果, 海藻は色々な 

種類が増えて行くことが判明した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

二価鉄-フルボ酸錯体の形成確認に関しては, こ 

れまで報告が無かったため, 嫌気性条件下で二価 

鉄を飽和吸着させた新しい反応型のゲルクロマ 

トグラフィー法を開発して錯体の形成を確認し 

写真 1 二価鉄-フルボ酸錯体溶出ブロック（左）

および PLA(ポリ乳酸） 発泡バインダー(右)  

写真 2 鋳鉄で作製した魚礁した（左）および多孔質 

溶出ブロック上への海藻の成長(右) 
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た。詳細は, 図１に示した錯体形成反応によっ

て欠乏する鉄量で確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

これからの取組 

次に, 光合成を行う海藻としてアカモクを選

び, 3D プリンターを使用して生分解性ポリ乳

酸を原料に図２の種苗チップを開発した。 

 

 

 

 

 

図 2 ポリ乳酸製  写真 3 4 ヶ月間冷蔵保存後 
種苗用チップ       のアカモクの幼体 

 

 

 

 

 

写真 4 海域に展開後 5.5 ヶ月  

のアカモクの成長 

珪藻やイソコツブムシなどからの妨害回避

のため, 種苗チップを長期冷蔵保存するタイム

ラグ養殖技術を漁協と水産会社と共に開発し, 

収穫時期を 4 ヶ月ずらすことに成功した。こ

の方法でアカモクは, 写真４に示すまで成長し

た。近年は異常な海水温上昇（海藻が生長 

困難な 29.5℃を超える海面水温）に見舞われ, 

今後は温度管理ができる陸上養殖技術の開発

が必須となると考えている。 

 

図 1 二価鉄フルボ酸錯体同定のために開発した 

反応型ゲルクロマトグラフィー 

 

最近は, 上記の活動を実行するために, 適切

な温度管理ができ, 妨害生物がいない陸上養殖

のために必要な, 安価で効率の良い水質浄化シ

ステムを開発している。それには「光触媒-紫

外線照射装置」を用いるのが最良と考えるが, 

調べると光触媒を結着する最適なバインダー

がなく, 光触媒による水質浄化を謳っている多

くは製造コストが高く, 処理効率が低いことが

分かった。そこで, 光触媒を多孔質シリカ担体

に結着させる新しい無機バインダーの選択, 電

気使用量が多い電気炉を使用しない焼成方法

と共に, 滞留時間が長く処理効率の高いスパイ

ラル式の浄化システムを開発した。 

 

 

 

 

写真 5 マイクロ波キルンで焼成した光触媒粒 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 新しく開発したスパイラル式 

 光触媒-紫外線照射装置 

 

具体的には, 無機バインダーにペルオキソ

チタン酸およびアモルファスシリカ系バイン

ダーを用い, マイクロ波キルンによる焼成方

法を確立。写真５に示した光触媒粒を作成し, 

図３のスパイラル処理装置に充填後, 紫外線

を照射して水質を循環浄化するシステムを開

発。この方法は, 水中有機物を短時間に 95％

以上浄化する能力がある。 
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循環型社会貢献賞（市民部門） 

大塚 栄次（おおつか えいじ）            岡山県 

表彰理由:環境カウンセラー協会をはじめ、環境カウンセラーのネット

ワークと連動して、食品製造、流通、消費の段階で排出される未利用

食品をフードバンク活動に活用している。一例として、食品スーパー

からデイリー食品を引き取って福祉施設や生活困窮者への配達などを

実施した。また、地元里庄町の環境イベントに毎年出展している他、

西日本豪雨災害復旧作業や森林の再生活動、環境教育など多岐にわた

って環境保全活動に取り組んでいる。 

自己紹介 

私が活動を始めたのは、2003 年自然環境保

全について、環境学習リーダー研修が始ま

りである。その時に聞いた言葉今でも覚え

ており里山について。もともと田舎育ちの

私に、ピンとこないように感じ取りまし

た。人間と自然は、切っても切れないつな

がりがある。それぞれの生存のためや人間

のためにも財産である。人間は働いて収入

を得て生活を、里山森林保全は誰が管理し

ていくかである。世界的に森林の減少によ

り環境破壊、自然災害そして、地球環境問

題、地球温暖化ななど私たちが出来る CO2

削減に向けて、地域や子供たちが出来る森

づくりには、森林インストラクター、森林 

 

 

 

ガイドとしての資格も必要で活動において、

けが、事故などには最大限の配慮が必要にな

ります。絶えず支え会う力と目配りをして当

たり前である。 

 

 

2008 年には地球温暖化防止活動推進員となり

それと同時に、岡山西温暖化対策地域協議会 

も設立し、環境イベントや出前講座など環境 

保全活動などいろいろな体験学習は、様々な

テーマを求められます。どのような良い活動

でも地域や行政から認められることは大変で

ある、こどもたちから高齢者に至るまで喜ん 

 

森林の伐採   環境クイズ   出前講座 
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で楽しく参加できるような企画、運営は他の

活動団体との連携とつながりも大切であり。

失敗は許せないことを肝に銘じて活動する側

と支援される側との信頼関係により、毎年の

定期活動を市町村における、環境活動をして

おります。2003 年に環境カウンセラーとして

市民部門に登録、同時に岡山環境カウンセラ

ー協会のメンバーとして、先輩の活動には広

い分野があり世のため、社会的責任を持っ

て、ボランティア活動よりも企業としての仕

事のように思いました。私もうかうかしてお

れないように感じ取りました、当活動団体は

皆さんがよく勉強し行動は、先輩リーダーが

快く受け入れ、環境カウンセラーとして専門

活動であり、知識や経験者による環境アドバ

イザー指導者であることなど、素晴らしい団

体、迷惑をかけないよう社会に役立つ貢献活

動として、2018 年には西日本豪雨のボランテ

ィア活動から能登半島にも、地域では防災士

として災害の備え、食育は食品ロスについ

て、食べ残し売れ残り、期限が近いなど様々

な理由で捨てられる食品ロス等、多額の費用 

 

 

 

と廃棄物として燃やすことは、地球温暖化の

原因に今、行っているフードバンク活動は、

ごみの削減と社会に貢献福祉援助活動とし

て、毎月定期的に回収しその日の配達は貧困

家庭、児童福祉施設子ども食堂、社会福祉協

議会に在庫品など保存できるもの、私の長男

の家が空き家のため冷蔵庫、冷凍庫が 10 台あ

り食品の衛生には十分気を配って管理してい

ます。 

 

 

 

 

最後になりますが、高齢化社会になって時代

の流れかもしれませんが持続可能な社会の実

現に向けて、自分を高める力の向上と役立つ

情報提供として、里庄町のパブリックコメン

トに食品ロス削減を提案し、環境意識の啓発

や未来の世代に美しい地球を、受け継いでい

くため様々な取り組みを推進していきます。 

 

西日本災害活動      食品の回収 

食品の回収 
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自己紹介 

1969 年 製鉄所入社して設備建設から環境対

策に関わり、エネルギー管理士・技術士・環

境カウンセラー・ISO 審査員等の資格を取得

し、2000 年から「技術コンビニ」WAKA とし

て独立。商工会議所エキスパート、府県技術

専門家、環境アドバイザー、中小機構経営技

術アドバイザー等の多様な立場で中小企業の

環境課題の解決活動を展開しました。その

間、高専の講師や特命教授として産官学連携

事業や自家農園と企業の環境経営指導を展開

しています。 

これまでの取り組み 

1998 年に環境カウンセラー登録後も、高専の

非常勤講師として機械設計、原動機、エネル

ギー工学、環境福祉工学等の講義、特命教授

として人材バンクシステム構築と学校防災サ

ブコーディネートを行いました。特命教授時

代には、紀州材の利活用プログラム等で過熱

蒸気を使った産官学連携事業を木材業者と連

携して実施しました。木材乾燥に、リグニン

が抽出されて強度低下や廃水問題の課題に対

して、リグニンを残したまま乾燥できる自然

乾燥に近い乾燥や、梅を干さずに減塩梅のフ

ルーティな梅漬けができる方法の特許を申請

しました。その間、「トコトンやさしいコスト

ダウンの本」を中心に 10 冊ほど共同執筆しま

した。 

 

表彰理由：工業高等専門学校特命教授として研修講師や環境教育を進めた

他、産官学連携事業として紀州材の利活用プログラム開発、特産物である

梅の加工技術の開発、減農薬有田みかん栽培や廃竹材パウダー利用等環境

配慮型農業の情報発信をおこなっている。また、企業の環境経営指導や商

工会議所のエキスパートとして中小企業に派遣され、騒音振動、水質、品

質管理など様々な企業の環境課題解決支援に専門性を発揮している。 

循環型社会貢献賞（事業者部門） 

田中 勇次（たなか ゆうじ）             和歌山県 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

併行して、当時立上げ中の県知事が社長の

ISO 審査機関のメンバーに参加して、主任審

査員として年間 60 社の審査や 10 数社の EA21

審査を通じて環境カウンセラー（事業者部

門）の力量を発揮してきました。 

同時に、エネルギー管理士で構成した「アタ

ックメイト和歌山」を立上げ、県内での省エネ

普及促進をしましたが、直近では、CN に向け

て大阪技術振興協会の省エネ診断お助け隊の

活動に参加しています。 

環境カウンセラーを「前面」にした取組 

環境カウンセラーとして、顧問先やコンサル

先、EA21 や商工会議所でも、SDGs17「パー

トナーシップ」を活かした活動に重点を 置い

ています。 
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私の仕事先の中小企業は、廃 棄物の削減、

物流やエネルギーの効率化、地球温暖化の

環境啓発の推進など 様々な課題がありま

す。 

地球温暖化を感じながら健康食確保のため

に自家農園を 12 年前に有田みかん山 2 反

を購入し、米糠 EM 菌や竹パウダー利用、

活性水利活用、公園や寺社の剪定屑の堆肥

化、イノシシ除けの柵利用のえんどう豆・

菊芋・弘法茶の栽培やビール缶の鳥よけ風

車等々で環境配慮型農法を実践していま

す。 

 

 

 

 

 

具体的な支援事業事例① 

M 社：世界各国で愛用される特殊車両部品・

独創的なロッドエンドは、厳しい条件下で

も最高のパフォーマンスを発揮。品質と耐

久性を追求し、米国や EU を含む世界各地

の市場で高い評価を受けており、品質管理

と環境への配慮は、安心と信頼を提供し技

術力と信頼性で、製品が提供さ 

れています。精密な 

内面面取り寸法が 

測定できなかったので、 

ドイツの航空機メーカからの航空返品が多

量の課題に測定器開発で解決させました。 

具体的な支援事業事例② 

T 化成：「リサイクル事業を通じて、地球環

境に優しい社会創りへの貢献を目指しま

す。」との社長の想いの側面的支援ができて

います。廃プラスチックの硬質化に対応す

るための高強度対策、カーボンフットプリ

ントのための高強度破砕機など、モノづく

り、再構築事業支援で解決しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

具体的な支援事業事例③ 

H 食品：EA21 認証登録審査時に、賞味期

限切れ寸前でのリサイクルとして社会福祉

協議会への寄付を提案や、長寿命化の推奨

をしておいたが、寄付実施で廃棄物の大幅

削減実現、「長期保存 

が可能な備蓄用ビーフカレー」 

を開発された。 

具体的な支援事業事例④ 

S 社：「産廃コンテナ bee」で、QR コード

１つで誰でも「カンタン」・「らくらく」で

コンテナの管理を行える特許取得のシステ

ムとして事業再構築で支援しました。 

 

 

今後に向けて 

これまでの取り組みを加速させ、事業者や

自治体等から SDGｓアクションプランの

作成や組織作りの依頼があれば、事業プロ

セス改善と専門技術を活かした新しい発想

で、より困難な循環社会課題を解決する、

寛恕の傍楽環境カウンセラー連携の絆を創

出していく所存です。  深謝     
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自己紹介 

昭和 42 年３月熊本県立八代高等学校卒業 

昭和 43 年４月東京理科大学理学部物理学科入学 

同年 4 月理化学研究所宇宙線研究室入所 

昭和 47 年４月学校法人矢板中央高等学校教諭 

昭和 50 年４月秩父第二中学校教諭から秩父地区 

中学校教諭 16 年、入間地区及び秩父地区教頭７ 

年、入間地区小・中学校長 11 年、平成 22 年度～ 

30 年度高崎経済大学非常勤講師 

平成６年 NPO 秩父の環境を考える会インターネ 

ット部会長、地球環境部長、平成 30 年退会 

平成 10 年度より市民部門環境カウンセラー 

平成 16 年～現在まで埼玉県環境アドバイザー 

以後上級環境再生医、秩父ミューズパーク公園イ 

ンストラクター代表、秩父市環境市民会議副会 

長、埼玉環境カウンセラー協会監事 

これまでの取組み 

子供の時の環境が人間の一生を大きく左右すると

言われる。私の場合、八代市の球磨川下流域で出

生し、結果的に水俣病が発生し未だその発生源が

認定されない 18 歳の時点まで魚類回遊域の八代

海が生活の場所であった。２歳時のドンコ釣りか

ら始まり、ハゼ、コチ、カニ、エビを探して、時

間のある限り潟土混じりの砂浜を歩いた。父親の

楽しそうな刺身の食べっぷりを見るためである。

その後水俣のみならず、対岸の天草地区まで水俣

病の症例が観測されている。父はすでに亡くなっ

たが、まさか私には水銀中毒の害は及ばないと思

いたい。 

教諭時代から教頭時代へ 

 埼玉県の新任教員になってから、研修の機会に

恵まれた。「地質調査法研修会」「臨海研修会」

「植物現地研修会」「地学研修会｣などである。

埼玉県の豊富な研修体制に支えられた。長瀞中

時代には変成岩地域や段丘礫層の教材化に取組

み、将来長瀞観光に来訪される客層への環境保 

 

自然共生社会貢献賞（市民部門） 

内藤 定芳（ないとう さだよし）             埼玉県 

表彰理由：小中学校長として学校ビオトープを建設するなど、 環境教育

を推進した。広大な秩父多摩甲斐国立公園の優れた自然環境を保全する

ため、埼玉県環境カウンセラー協会役員や秩父市環境市民会議副会長、

秩父ミューズパーク公園インストラクター代表として、市民と行政の連

携活動を促進している。また、生涯学習教材として秩父地方の動物・植

物を解説するハンドブック等９冊を出版した。 

全啓発活動や、長瀞の貴重な環境を守っていく生

徒の育成に尽力した。毎年卒業する３年生には岩

畳を半日歩く体験会を行った。 

 まだ環境教育という言葉が語られる前の昭和

50 年代には、NHK の放送教育や埼玉県の県域放

送「埼玉の自然」を多く活用し、生徒と川や山に

出かけて自然環境保全の重大さを指導した。 

NPO 法人等での活動 

 平成６年 11 月 15 日～20 日、｢全国環境教育フ

ェア」が開催された。文部省・埼玉県・埼玉県教

育委員会が主催し、県内 92 市町村から一名ずつ

の参加が求められた。中学校の理科畑の両神中学

校教頭であった私が、両神村(当時)の代表として

志木市、富士見市の会場に参加した。総合保養地

域整備法（リゾート法）に基づいて 1991 年(平成

３年)に秩父ミューズパークが開園することにな

った。間もなく高校長を退職する後の NPO 法人

「秩父の環境を考える会」の会長は、これからの

時代には秩父の環境保全の状況を世界中に発信す

る必要が欠かせないと考えていた。 

 私も発起人として会の設立に参加した。既に大

学院派遣教員として上越市で学んでいたから、既

にインターネットは経験していたが、まだ機が熟

していないので、私がパソコン通信のシスオペに

なって、地元の環境問題から情報発信を開始した。

秩父の山地や川、原で月に一日以上行われている

会の活動を取材し、「秩父環境ネット」で発信し

た。しかし、情報活用の時代は中々到来せず、つい

にはインターネットでのホームページにと転換し

た。数年後、私の役割も他に移らざるを得なくなっ

た。 

 会では秩父ミューズパークの公園インストラク

ター事業を、秩父郡市内の環境団体の参加を得て

開始した。平成８年夏の部分日食観測会を皮切り

に星空観測会を年に３回、春、夏、秋に行ってい 

るが、有志で行っている平成 28 年からの月一回 
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第四土曜日の観測会も、今年度から毎月第二、第四

土曜日に拡大した。さいたま市、東京都、横須賀市

など、遠方から毎回 10 数名の参加者がある。現在私

がイントラクター事業全体の代表を務めている。動

物、植物、キノコ、天体観測など年間 15 程の事業を

行う。 

小学校長時代 

 時代の進展と共に「生涯学習体系への移行」が求め

られるようになって、中曽根首相の時に「臨時教育審

議会」(いわゆる臨教審)が昭和 60 年度から 62 年度に

かけて４回の答申を行った。 

 学校教育では「総合的な学習」が新設されること

になり、例示４項目と呼ばれる 国際理解，情報，環

境，福祉・健康が示されたが、文部省からは何の情

報提示もなく、指導書も十分とは言えなかった。学

校で全て開発することになる。平成 10 年に入間市立

藤沢南小学校長に新採用された。当時学級崩壊が各

地で問題になり、子どもたちの自尊感情が不足して

いると考えられた。当校では情報と環境教育を重視

した。9 月にビオトープ池を作ることにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

三ツ星ベルト社から本格的な遮水シートを取り寄

せ、荒木田土を上下に張り込んだ。穴掘りは教職員

と PTA の有志が行ってくれた。サイサン環境保全基

金から助成をお願いした。10 年９月に完成したビオ

トープ池は、４ヶ月もの間濁っていたが、２月に入

る頃透明になり、わずかな緑の合間に、アカガエル

が卵を産んだ。児童と共に喜んだ。 

８月末が環境カウンセラー募集の期限だったから市

民部門に申込みをした。次年度から全国唯一の現職

校長の環境カウンセラーになった。 

  日本環境協会の子供環境相談員として全国の子ど

もたちからの疑問にメールで答えた。 

環境カウンセラー市民部門審査会委員を 10 年勤め

た。 

 児童が自慢できる学校作りを目指した。２ヘクタ

ールの校内に、100 個の巣箱を作った。 

 卒業した児童 96 名が両親と卒業記念として巣箱

をかけ、卒業後も見に来た。小学校と中学校の絆が

出来た。新６年生が巣箱調査をして科学展に発表し

た。平成 11 年度に 11 個だったシジュウカラの巣

が、12 年度には 13 個になった。狭い範囲での巣作

りでは世界最高だろう。 

 マイクロソフト社のビルゲイツが日本に来て横浜

で講演をした。その時の利益から 5000 万円を日本

の学校に１校百万円ずつ寄贈することになり、先輩

の学校と３校で 300 万円申請して受理された。当時

の最速の 56 ㎅／秒の常時回線を３本引き、茨城県

日立市の東小沢小学校、秩父郡大滝村の光岩小学校

(当時)を Windows98 で動くテレビ会議で繋いだ。 

 児童はテレビ会議のために、ビオトープや巣箱の

観察、近くの川でのパックテスト、SPM、紫外線の

調査まで、学年ごとにグラフ化して相手校と情報交

換した。職員も確実に力をつけた。 

全ての活動の申請と会計報告まで全て校長である私

が行い、教職員の仕事を増やさないようにした。前

任校から始めていたホームページの作成、更新、メ

ールでの PTA との事前準備などは全部校長が行っ

た。 

 文部省が目標に掲げた「確かな学力」のうち、知

識・技能は勿論、表現力、問題解決能力、発見する

力など、多くのスキルの育成を図った。 

今後に向けて 

 その後の大学での９年間に渡る講師の時期を含め

て生涯学習に完全にシフトした。全国を調査してジ

オや歴史科学など、自費で講演会を開催して市民の

知的好奇心に貢献している。４月には PFAS と水の

講演会を開催の予定である。 

 

藤沢南小のビオトーブ工事 

南小 春にはアカガエルが 加治東小のビオトーブ作り 
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  表彰理由：環境教育を福井県全域で推進するための教材作成に取組ん

でいる。平成 27 年から環境ふくい推進協議会で、福井県の特色を活

かした 50 項目の自然体験冊子作成を担当。県教育委員会等と調整を

行って改訂を重ね、県下の小学校 1年生全員を対象としてこれまでに

約 65,000 冊を配布した。また、毎年「ふくいまるごと環境学び舎」

事業でセミナーを企画・運営している。 

 

自然共生社会貢献賞（事業者部門） 

鈴木 順一朗（すずき じゅんいちろう）          千葉県 

自己紹介とこれまでの取組み 

1980 年代からドキュメンタリー番組制作デ

ィレクターとして日本全国を取材し様々な体

験をしてまいりました。そういった取材を続

けているうちに「オゾン層破壊」が報道され

るようになり、地球温暖化問題がクローズア

ップされることになります。しかし、日本社

会はバブル景気のど真ん中でありまして、大

量生産大量消費へ走り続けているうちにバブ

ルがはじけることになります。これが 1990 年

初頭まで。ここから IT 化が加速し 2000 年問

題を経て、実感としてですが、この頃からよ

うやく地球環境問題が大きく取り上げられる

ようになったと思います。この時期にフリー

ランスとなり環境省の様々な案件に関わるこ

とになりました。 

エコツーリズム・国立公園・生物多様性・

動物愛護・外来生物・鳥獣被害問題・ESD

（環境教育）など多岐に渡り、広報用紙媒体

製作や映像制作、そして、委員などを務めさ

せていただきました。そういった流れの中

で、2009 年、事業者部門の環境カウンセラー

となりまして、その後も「環境」の世界で、

日本各地、仕事を続けてきております。具体

的な仕事のやり方ですが、「まずはリサーチ」

⇒「プランニングや企画」⇒「具体的なアド

バイス」⇒「制作物があればパンフレットや

広報映像の製作等」⇒「広報方法のアドバイ

ス」等を一人で行っています。（千葉県在住） 

福井県とのご縁 

今から 11 年前、2014 年（平成 26 年）に

縁あって福井県環境政策課の業務である「ふ

くいのおいしい水」プロジェクトに関わるこ

とになり、福井県内 35 カ所の湧水を取材し

冊子を作製致しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これがきっかけとなり、また、環境カウ

ンセラーであったことから、福井県環境政

策課が事務局を務める環境ふくい推進協議

会のアドバイザーとして様々な内容に携わっ

てくる中で「ふくいっ子に体験してほしい

50 の自然体験」を作ろうということになり

県内全小学１年生に配布して 10 年が経ちま

した。当時、教育委員会との協力をとりつ

けコラボレーションできたことは大きな成

果だと思っています。また、福井県と環境ふ

くい推進協議会の大きな理解があって、この

企画が実現いたしました。 
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当初作成した冊子は、年々更新し、現在で

は「＋地球温暖化を防ぐ１０のできること」

を盛り込んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 特に私が伝えたかったのは「自然体験もバ

ランスよく」です。お母さんたちが子どもた

ちのお弁当を作るときに栄養表を見てバラン

スよく健康を考えます。自然体験も同じで

す。高山から里山を経て平地から海へつなが

る日本は、生態系の循環の中に私たち人間の

生活があります。ですから自然体験もバラン

スよく原体験として記憶する必要がある、そ

う思っています。ですので、バランス表も冊

子の中に入れ込みました。 

 

刻々と変化する環境 

この冊子を作製した 11 年前は、まだまだ自

然体験を推奨する傾向が強かったと感じていま

す。こういった環境教育系の NPO も精力的に

事業を拡大していこうと考えておりました。そ

れまでもですが、現在を含め、全体的な傾向と

して自然体験や環境教育の分野の NPO 等団体

は経営が成り立たず、苦労の連続です。そのた

め、自治体や協議会が助成金などを使って応援

するのですがなかなか安定しません。これは全

国的な傾向であり、大きな課題であると思いま

す。さらに、この 10 年はすさまじい勢いで環

境への対応方法が変化しています。地球温暖化

がますます進行する中、各国の足並みが揃わず

困惑する CO2 削減問題。クールビズを推奨し

ながらも熱中症対策でエアコンは必需品となっ

ています。異常な暑さと記録の更新が続く中、

コロナ禍という未経験の災害。そこに異常気象

による世界的な自然災害。追い打ちをかけるよ

うに大きな地震の被害とこれから予測される大

震災。さらには言わずもがなではありますが、

今この時期に、戦争という人同士の殺し合いで

苦しむ人々が現実にいます。ですから、一度、

きちんと頭の中を整理し何から考えていけば良

いのか「整え直す」のが「今」です。 

いつも私が忘れずにいたいと思うこと 

自然界には「廃棄物」や「ゴミ」という考え

方もシステムもありません。すべてが循環する

役目を持っています。ようやくそのことに気づ

いた人類は、自然に戻せるものを研究開発して

います。 

 この地球で生きている限り、自然の上に人間

の生活はあります。ですから「自然界にはゴミ

はない」ということを、未来を担う子どもたち

に是非とも伝えていきたい、環境に関係する仕

事をする者の責任として、環境カウンセラーと

して、いろいろな手を尽くして活動してまいり

たいと思っております。 
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表彰理由：ユースの環境保全活動参加を促進する環境ネットワーク構築

のためのコーディネートや、大学・学会等での講師として活動するかた

わら、環境省、文部科学省の委員会に委員として参加し、環境教育・

ESDの推進に貢献している。さらに、地域と学校の連携を図るため、68

団体と協働して環境学習出前講座の運営や「新宿 SDGsフェス」等都市

公園でイベントを展開するなど、活躍している。 

地域特別貢献賞（市民部門） 

飯田 貴也（いいだ たかや）              東京都 

【プロフィール】 

大学・大学院で「環境教育」「ESD（持続可能

な開発のための教育）」「ワークショップデザイ

ン」を学び、2012 年から SOMPO 環境財団の

「CSO ラーニング制度」を利用し、インター

ン生として新宿環境活動ネットへ。卒業後にそ

のまま就職し、事務局長を経て、2021 年から

代表理事に就任。持続可能な未来を担う人材育

成や地域づくりに関わりながら、環境教育や

ESD をライフワークにすべく挑戦中。 

「環境教育等推進専門家会議」委員（環境

省）、「ESD 活動支援企画運営委員会」委員

（環境省・文部科学省）、「日中韓環境教育ネッ

トワーク 国内委員会」委員（環境省）、

「GEOC（地球環境パートナーシッププラザ）

運営委員会」委員（環境省・国際連合大学）、

「こどもエコクラブ アドバイザリーボード」

委員（公益財団法人日本環境協会）、「日本環境

教育学会」理事・企画委員長 など。 

【活動事例①】 

「環境活動におけるユースの参画促進に向けて」 

持続可能な社会を見据えた環境課題解決において

は、様々なセクターの連携・協働が重要です。そ

の一翼を担っている NPO 等のソーシャルセクタ

ーに着目すると、多様化・成熟化している一方 

 

NPO 法人は 2018 年度に初めて総数が減少に

転じてからその傾向が続いており、内閣府の調査

によると約 6 割の団体が初代及び 65 歳以上の代

表で、活動を牽引する次世代への世代交代や事業

継承が課題となっています。私は大学・大学院で

環境教育を学んだ後、新卒で環境 NPO に入職、

30 歳のタイミングで約 20 年続いた地域団体の

代表を引き継ぎました。 

こうした自らのキャリアを活かし、環境活動を

推進する団体の次世代人材育成や事業継承、環境

活動に対するユースの参画促進を目指して、積極

的な活動を行っています。具体的には、各地でユ

ースの環境ネットワーク構築に向けたコーディネ

ートに携わりながら、大学における授業や学会イ

ベントへの登壇、各種委員会への参加など、様々

な立場・媒体を通じて自らの経験を還元・発信し

てきました。 

 

▲「若者環境フォーラム」（主催：世田谷区） 
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【活動事例②】 

「地域と学校（施設）をつなぐ環境学習コーデ

ィネーターとして」 

2020 年に環境省が学校教職員を対象に行った

「環境教育等に関する意識調査」によると、約

70%の教員が「地域・NPO・企業と連携する

と、授業における学びの質が高くなった」と回

答しているのに対し、「実際に協力・連携した

ことがある」という回答は 39%にとどまり、

“調整に時間や手間がかかる”“目的や期待する

ことにズレがあった”といったコミュニケーシ

ョンの課題が挙げられています。私は代表を務

める新宿環境活動ネットの“環境学習コーディ

ネーター”として、地域と学校をつなぎ、出前

授業の実施に向けたマッチング及び伴奏支援を

行うことで、質の高い環境学習機会の実現を図

っています。具体的には、68 のパートナー団

体と連携・協働しながら、 

小・中学校における出前授業や自治体から受

託している社会教育施設や都市公園における

環境講座等を年間 80 件ほどコーディネート

しています。 

 

▲「むさしの Youth エコフォーラム」 

（主催：武蔵野市） 

▲環境学習コーディネーターの役割 

（イメージ） 

▲「新宿 SDGs フェス」（まちの先生見市！） 

（主催：NPO 法人新宿環境活動ネット） 

【参考】 

・NPO 法人新宿環境活動ネット 

（https://www.sean.jp/） 
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  地域特別貢献賞（事業者部門） 

特定非営利活動法人 Nature Center Risen（ネイチャーセンターリセン）東京都 

             東京都 表彰理由：理事長他が環境カウンセラーとして活動。多年、カンボジアの

復興支援にあたってきた。 

特に、カンボジア環境省と連携して大気・水質・土壌汚染対策を進めるべ

く、廃棄物処理の基本的な取組みを推進する環境教育教材を制作。カンボ

ジア環境省職員や全国 25 州の環境職員研修において、環境カウンセラーと

して講師も務めた。 

 
１．団体概要 

特定非営利活動法人 Nature Center Risen

（ネイチャーセンターリセン；NCR）は、

2008 年に設立され、豊かな自然体験と正しい

科学的知識を取り入れた実践的環境教育によ

り、身近な自然への愛着と他者への想像力を

育み、人と自然の共生、持続可能な社会作り

を目指している団体です。 

【実践的環境教育とは】国内外において身近

な環境に愛着をもつことで環境問題を自分事

として 捉え、解決のために行動できる人材を

育成する教育です。「本物の体験」と「正しい

知識」を主軸とし、自然と触れ合う ことを中

心とする原体験を重視しながら、専門家と連

携し、科学・芸術・文学などの領域における自

由な感性の発露を導く教育に取り組んでいま

す。 

国内では、小学校の年間の環境教育授業や教

員研修、こどもエコクラブ等を通して環境教

育・福祉教育支援・人材育成を行っています。

途上国では、カンボジアで 10 年以上継続し

て、教育省と連携した小中学校幼稚園の教員

を養成する教員養成大学等の現場への環境教

育の導入や、環境省と連携した市民向けの環境

意識向上の普及啓発活動、地域の学校支援な

どに取り組んでいます。 

令和２年度気候変動アクション環境大臣表彰

（普及・促進部門・緩和分野）受賞。 

２．所属カウンセラー紹介 

理事長 岩間美代子 

特定非営利活動法人 Nature 

Center Risen 理事長。東京都

環境学習・環境教育推進連絡

会委員、東京都緑のボランテ

ィア活動に関する指導者等育 

成委員会委員、明星大学外部評価委員等を歴

任。 

第 2 回（令和 2 年）環境カウンセラー環境

保全活動表彰「自然共生社会貢献賞」受賞。

本件受賞対象となったカンボジアの環境教育

支援においては、環境教育のメイン講師のほ

か、教材の企画、日本人講師のアサイン、支

援国との調整等、プロジェクトマネジメント

全般等を行った。著書に、「校庭からはじめる

環境教育」（教育出版）。 

職員 宮川皓子 

東洋大学法学部卒業、東京

大学大学院学術支援職員を経

て、東京都市大学大学院環境

情報学研究科修士課程修了。 

特定非営利活動法人 

NatureCenter Risen 職員。 

本件受賞対象となったカンボジアの環境教育

支援においては、環境教育のサブ講師、教

材・標本作成、広報、研修企画・調整、ロジ

スティクス・事務全般を担当した。 
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３．受賞活動の内容 

（１） カンボジア環境省との協働 

カンボジアは、過去の内戦によって教育が崩壊

した歴史があり、ほとんどの大人たちは学校で

環境教育を受けてきていません。そこで私たち

は、2021 年 4 月からの 3 年間、カンボジア環

境省（MoE）と協働し、地域コミュニティーの

中心である寺院・ヘルスセンター・学校に対

し、絵本などを用いた市民向けの環境教育を広

める事業を行いました。まずは私たち環境カウ

ンセラーが、MoE 職員や全国 25 州の各州環境

局（PDoE）職員に研修を行い、地域への普及

啓発体制を構築しました。そのうえで、モデル

6 州の寺院の僧侶、ヘルスセンターの医師や看

護師、学校の教員らを実際に訪問し、絵本やポ

スター、環境カードなどの環境教育教材を配布

して、PDoE 職員が市民に環境意識向上のため

の普及啓発活動を行う方法を指導しました。私

たち環境カウンセラーは、この活動がカンボジ

アの人々の力で全国に広がり、持続できるよう

職員へのフィードバックを行いました。また、

教材は、私たち環境カウンセラーの日本での実

践的環境教育の経験を基にしながら、カンボジ

アの熱帯特有の自然環境や生活、伝統文化、歴

史などを取り入れて、一般市民が親しみやすく

すぐに使用できるものを開発しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）カンボジアの地方の学校支援 

2021 年 4 月から 3 年間、カンボジア・タケオ

州にあるトルムーン小中学校幼稚園の環境教育

支援を行いました。同校は老朽化した校舎が使

用できず、教育を受けられない子供が多くいた

ため、最初に校舎の改築やぬかるむ校庭などの

教育環境の整備を行いました。学校管理職や保

護者、地域の関係者などと連携し、地域コミュ

ニティーの核として真に学校に必要な支援を行

いました。そのうえで、環境カウンセラーによ

る教員研修や授業、教材の提供などを行って、

幼稚園から中学校までの教員達が、自分たちで

環境教育を継続できる体制を構築しました。校

庭には落ち葉で堆肥を作るレンガの箱を設け、

自分たちで堆肥を作れば農薬や化学肥料への依

存を減らせることを学ぶなど、学校と家庭、地

域の教育が行き交い、環境教育が継続するよう

な支援を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．カウンセラーとしての思い 

環境問題は、多くの要素が関係するため、自分

の利益だけを考えていると解決できないと言わ

れます。人も自然の一部であることを感じ、身

近な自然への愛着を育むこと、他者に思いを馳

せる想像力を育てることが重要です。私たちは

これからも、環境カウンセラーとして、実践的

環境教育に取り組んでいきます。 

 

 

 

カンボジア環境省との協働（寺院にて） 

カンボジアの地域の楽校支援活動 
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